
『嫌な気持ちになったら、 

どうする？』 

『ぼくはウーバーで捻挫し、 

山でシカと闘い、水俣で泣いた』 

『核のごみをどうするか』 

今こそ！ 考えないと。 

『巨大おけを絶やすな！』 

醤油・味噌・酒づくりが 

大ピンチ！ 

『世界で最後の花』 

戦争に関する作品のなかで最もシリ

アスで皮肉とユーモアを感じる一冊 

『水車小屋のネネ』 

喋る鳥ネネに見守られる

いくつもの人生の話 

『僕たちの部活がなくなる？

★だったら自分で放課後を

デザインしよう！』 

『噓つきのための辞書』 

存在しない言葉がつなぐ、 

時を超えたふたつの恋と事件 

『美しい実験図鑑』 

見とれてしまいます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊商品券や、グッズなどをご寄付くださった保護者・図書ボランティア・教職員の皆様ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

志木市立志木第二中学校図書館だより2023年 11月号 
学校図書員 弘光

ひろみつ

しのぶ 

『なんで信長はお城を 

建てたの？』 読んだらわかる！ 

第 77 回「読書週間」（10/27～11/９）標語 「私のペースでしおりは進む」 

 

志木第二中学校では、読書週間の期間が他の学校行事と重なり、図書館来館者が減るため、 

今年度は‘本 deくじ’の期間を 9/19～10/2にしました。期間中 7 回の貸出日がありました。 

その期間の合計貸出冊数は、745冊でした。 

特等 1名・グルメ賞 1名・図書券賞 20 名・グッズ賞 31 名   53人が当選しました。 

 

１２月１０日（日） 10:00～16:00 桶川市民ホール・さいたま文学館 

さまざまな図書館展示や中学生のビブリオバトル決勝、こども読書交流集会など、いずれも参加費無料。 

事前申し込みが必要な講座もありますので、ホームページでご確認ください。 

記念講演（12/10 10:40～12:00）は「やさしい猫」などの著者の さんです。 

 この本は志木二中図書館にもあります 

『戦争をやめた人たち』 『ネット情報におぼれない学び方』 『仕事に行ってきます 14 テレワークの仕事』 

『そもそも島に進化あり』 『リスペクト』 『VISION 夢を叶える逆算思考』 『１０代の悩みに効くマンガ、あります！』 

『ローラ・ディーンにふりまわされている』 『紫禁城の秘密のともだち１』 『この夏の星を見る』 

『八月の御所グラウンド』 『お探し物は図書室まで』 『ヒロシマ消えたかぞく』 『「ヒロシマ消えたかぞく」のあしあと』 

新着本紹介 

『俳句と遊ぼう』 

学校運営協議会委員の中村さんの

著書です。寄贈いただきました。 

『世界の美しい美術館』 『シャチ 生態ビジュアル百科』 

『幻想店舗録』 『はじめてのジェスチャードローイング』 

 

写真集など１５冊を 

保護者の方から寄贈いただきま

した。ありがとうございました。 

 


